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タイ ・ 鬮際色彩コ ン フ ァレン スから

矢 ［：1 簿 久 日irohisa　Yaguchi 国際交流委員会委員長

　昨年秋　国際色彩学会 （AIC）の池田会長から電話

があ リ　タ イ で色彩学会を設立する動きがあ り、その

旗揚げの 1埀際 コ ン フ ァ レ ン ス が計画されて い る の で ，

日本色彩学会も何らか の形で 後押 しがで きな い か との

柁談を受けた，、昨年ス タ
…

トしたばか りの国際父流委

員会とし ぐも国際貢献の絶好の機会と判断し，E］本色

彩学会か ら倒入かの講演者を派遣することを理事会に

諮り，承認を得たゆ幅広 い 分野から参加を 打診 し，大

阪電気通信大学の 齏永昌治先生 ，金沢美術工 芸 天 学 の

山岸政雄先生 、早稲田大学の齋曝美穂先生 と私の 4人

が日本色彩学会の 代表 と して 参加する こ と に な っ た。

　国際 二にノ ：フア レ）／ス i≡t
”
Use　Of　Colo「 ：F「om 　Fund −

amentals 　to　ApPllca’［lons　fo「［he　21st　Century
”
　「2］

世紀 に お け る色彩 の使途 ，蟇 礎か ら，芯用 ま で 」と い う

テ
ー

マ で ，］999年 4 月 2〜 8E の 2 日間 ．バ ン コ クの

ソ ル ツ イ
’
ンタ ワ…ズ ∫1τテルで 開催された。主催はタイ

色彩学会 〔Thai　ColDr　Gr〔〕L亅p）とチ ュ ラ ロ ン コ ン大学

疇1像 EI］刷 ．［学科ぐ，　AIC と日本 色彩学会が後援 した、、

開会式で は，チ ュ ラ ロ ン コ ン 大学副学長の Surapene

Viruiak教授の歓迎挨拶に吊売ぎ，チ ュ ラ ロ ン コ ン 大学理

学部の Sakda　S旨riPεnt 教1受の開会ス ピ
ー一

チがあ っ た 。

こ の ス ピーrFで は本鏨際 コ ン フ ァ レ ン ス の 目的と して ，

色彩設計 ，管珪 ，規格の推進，色の科学者とエ ン ドユ
ー

ザの 父 流 ，タイにおける色彩科学研究の活性化の 3 つ

があ げ ら れ た。そ の 後 、池 ヨ AIC 会長 の祝辞 1 日本色

彩学会を代表 して 私が祝辞を述べ た。引ぎ続ぎ 1 譎演

に入 っ た 。 発表 は タ イ か ら 9件，日太 か ら 9件の合計

「8 件であ っ た、tEi 本 からは色彩学会派遣の 我々 4人

の他 ，以前か らチ ュ ラロ ン コ ン 大学と研究援助を行っ

て いた池田光男先生 ，丁葉大 学の三宅洋
一

先生 、京都

工 芸繊維大学の 佐藤哲也先生 、キヤノン の横溝良和氏

らの講演もあ り，大変盛況な コ ン フ ァ レン ス とな っ た。

講演プ ロ グラ ムは以下の よ うで あ っ た。

4月 2 日 （金）

矢 口 賻久 ：色覚 と先進表色系

齋藤葵穂 ：色の嗜好からの危の認識

］」岸政雄 ：色 の規制 と景観保存 ；日本の今 と 2］世紀

　　　　　に 1句けて

池田光男 ：照明認識視空間の概念による色の見えの説

　　　　　明

三宅洋一一’
ディ ジタル八 一 ドコ ピー

における色再現の

　　　　　最近の進歩

軣永 昌 治 ．異な る電 子デバイ ス によ る 画像 の 色 再 現

横溝良和 ：HYPERPHOTO シ ス テム に おけるデ ィ ジタ

　　　　　ルカ ラー
画像処理

Santi　Songsermsawas ：E卩刷におけるカラ
ー

マ ネ
ー

ジ

　　　　　メ ン トの 工程

M ［ngkhuan 　SakulsriD，　ong 　
1
眼 の 疾病に よ る 人間の 色知

　　　　　覚へ の影響

Vanna 　TuLyatha［　食物の合成着色料の 1司定

4月 3Eヨ　（二士：）

Sakda　Siripan［、宝石の色表示及び伝達システム

佐藤哲也 ：繊維業界 における色の物理

川人靖弘 ：色の エ モーシ ∋ ン の 数値表現の試み

Duangrat　Ngampadipatp 〔）ng ： タ イ の 人々 の 色の 工

　　　　　 琶
一シ ョ ン 尺度

Jakkai　Slrib瞭 ：カラ
ー

テクスタイル芸術の衷現

Piyachart　Trlsansr［：タイ の 自然植物にお け る色素 の 研

　　　　　究
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Nipaporn 　Soontornρikakkul 古代チ
ー

ク材文化飼保護

　　　　 の ため の表面 コ
ーテ ィ ング材料

Supamas 　EngohLlεn ：ス コ タイ文学 に お［ナる色のカテ

　　　　 ゴリ
ー

　タイからの 発表題 目か ら見て も，色彩科学．芸術の

多岐 に 渡る分野 に お い て研究活動 が なされて い る こ と

が分かる。こ の国際コ ン フ ァ レン スを機会に、こ れか

らも角彩研究における タイ と iヨ本の交流 が活発になる

こ とを望み たし、。

　今回の 国際コ ン フ ァ レ ン スの計画 1 実行に携わ っ た

実行委 員会幹事 を や られ た チ ュ ラ ロ ン コ ン 大 学の

Aran　Hansuebg．　a「先生 ，Pon［awee 　Pungrassamee 先生

には宿泊の配慮か ら、空港 ま で の送り迎え、また暑い

中 で の ア ユ タ ヤ 見 学と，す っ か り お 世話 に な っ て し

ま っ た 。 心から感謝 します、また ．今回の日本色彩学

会か らの 4 人 の タイ派這にはス ガウ ェ ザリン グ出張助

成を受けました。この場をお借りして 1 感謝の 意を表

します。

バ ン コ クか らアユ タヤへ の途中のサ マ
ー

パ レス に て （左か ら Aran　Hansuebsai 先生 ，横溝氏，

富永掩生 、斎藤先生 ，矢口 、山岸先生 ，Pontawee　Pungrassamee 先生）
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